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No.86 桜地区協議会だより 桜っ子 令和 6年 6月 発行

明るく・ 元気で。思いやりのある

みんなで

育てよう

スローガン

◎家族みんなで明るい家庭をつくろう

◎地域ぐるみで青少年の社会参加を進めよう

◎力を合わせて明るい地域を作ろう

◎みんなの力で青少年の非行をなくそう

◎声かけて子どもたちを事故から守ろう
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郡山市立桜小学校 校長 佐 々木  初 江
五百渕公園の南に位置した桜小学校は、春には公園の見事な桜が借景になるとと

もに、この頃は毎朝ウグイスの声が響いています。閑静な住宅街にあって、野鳥の

森との呼び名通 り様々な鳥も見かける風光明媚な場所に位置するこの素晴らしい環

境は、きっと子ども達の心にも大きな影響を与えていることでしょう。

名倉地域公民館では、年間を通して様々な企画を開催しており、これらを楽しみ

にして本校のたくさんの子ども達が参加しています。

また、登校・下校の時間帯には、いつも見守り隊の皆様が安全確保に努めてくださっており、おかげで

子ども達は毎日安全に安心して登下校することができます。

地域の皆様のお力添えのもと、本校の子どもたちがのびのびと健やかにたくましく育っていくことがで

きることに感謝申し上げますとともに、今後もご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。

令和 6年度 育成指導員
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令和 6年 6月 発行 桜地区協議会だより 桜っ子 No.86
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「桜つ子」だより年 3回発行

7日 少年自然の家に行こう !
自然の中で、みんなで

カレーを作つて食べるよ。

16日 危険個所見回り
20日～夏休み巡回指導

15日

19日

街頭啓発活動 (盆踊り大会)

『ボッチャであそぼう』

地域の人と世代間交流でボッチャをするよ。

◎

◎9

10日 標語審査会 表彰・立て看板設置

26・27日 桜地区文化祭 作品展示
自然の家でつ<ったものを
桜地区文化祭に飾ります。

16日 少年の主張発表会
桜小・郡山第三中の児童・生徒による
「日頃より考えている私の主張」
を発表します。

7回 路線バスに乗つて市内学習
バスに乗つて遊びに行こう。

24日～冬休みの巡回指導

18日 昔あそび
こま回し、羽根つき、けん玉、

お手玉、ぽつくりで遊ぼう。

▽

V肇阜`■ミ

t′

10

７
月

１

一

一撃

・■馨当

鬱
〕 Ｌ

一
■

Y

■

"醸

,‐

一〓
量
言

一一一一

Ｆ

〓

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
・
● ●|● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●|● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ,● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



1

〜未来を担う青少年の育成〜

令和 6 年度総会、地区推進委員、子ども避難の家、世代間交流事業

News from
townsman meeting

2024.7.17
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◆令和６年度役員（敬称略）

役　職 氏　名 所　属

会　　 長 湯 田　 嘉 朗 教育委員会教育長

副 会 長

渡 部　 辰 雄 倉村育成会

玉 川　 雅 美 塩生育成会

芳 賀　 宣 夫 小出育成会

監　　 事

浅 沼 伊 與 吉 橋坂育成会

佐 藤　 守 孝 沢入育成会

横 山　 利 秋 大沢育成会

啓 発 部 長 長 沼　 常 雅 社会教育委員議長

環境浄化部長 佐 藤　 勤 老人クラブ連合会長

補 導 部 長 川 又　 美 江 下郷中 PTA 会長
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▲旭田小学校　稲本泰彦 校長

▲下郷中学校　我妻雄比古 校長▲楢原小学校　國分洋克 校長

▲江川小学校　渡部健 校長
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地区育成推進委員会

所 属 及 び 役 職
倉 村 育 成 会 長
楢 原 育 成 会 長
刈 林 育 成 会 長
姫 川 育 成 会 長
成 岡 育 成 会 長
板 萩 育 成 会 長
小 池 育 成 会 長
倉 水 育 成 会 長
三ツ井育成会長
新 開 育 成 会 長
戸 赤 育 成 会 長
中 山 育 成 会 長
弥五島育成会長
橋 坂 育 成 会 長
塩 生 育 成 会 長
檜 原 育 成 会 長
桃曽根育成会長
落 合 育 成 会 長
音 金 育 成 会 長
十文字育成会長
鶴ヶ池育成会長
南倉沢育成会長
大松川育成会長
小松川育成会長
張 平 育 成 会 長

氏 　 　 名
渡部　辰雄
星　　重雄
児山　正己
荒井喜久男
松永　憲明
大竹　洋史
星　　　希
渡部　政男
室井　友雄
星　　文久
室井　春雄
加藤　浩一
玉川　芳則
浅沼伊與吉
玉川　雅美
室井　和敏
玉川　德夫
星　　清正
星　　達也
佐野　有希
室井喜久男
室井　　均
大竹　義則
児山　　隆
佐藤　弘信

氏 　 　 名
佐藤　孝夫
佐藤　豊八
佐藤　守孝
児山　章二
星 　 　  勲
横山　利秋
芳賀　宣夫
芳賀　　壽
湯田　健二
佐藤　　馨
五十嵐正夫
渡部　儀一
小山　信幸
浅沼　弘志
長沼　常雅
我妻雄比古
稲本　泰彦
渡部　　健
國分　洋克
渡部　　信
本田　恵子
渡部　　彰
星　　文彦
佐藤　　勤
佐藤　恵一

氏 　 　 名
小椋　勝美
湯田　　忍
只浦　孝行
星　せき子
五十嵐　浩
和田山秀一
室井　伊織
阿久津英男
山重　俊二
馬場　誠三
星　　　力
渡部　利男
星　　　学
室井　榮子
川又　美江
室井　温子
渡部　美枝
小椋　祥子
渡部　　博
磯部　祐樹
芳賀　逸人
星　　大介

所属及び役職
文 化 協 会 長
交 通 安 全 母 の 会 長
教 育 次 長

少 年 補 導 員

楢 原 駐 在 所
湯 野 上 駐 在 所
民生児童委員協議会長

同 　 副 会 長

同　主任児童委員

下郷中PTA会長
楢原小PTA会長
同 　 副 会 長
旭田小PTA会長

同 　 副 会 長

江 川 小 PTA 会 長
同　　副 会 長

所 属 及 び 役 職
中 妻 育 成 会 長
水 門 育 成 会 長
沢 入 育 成 会 長
湯野上育成会長
小 野 育 成 会 長
大 沢 育 成 会 長
小 出 育 成 会 長
沼 尾 育 成 会 長
白 岩 育 成 会 長
雑 根 育 成 会 長
田 代 育 成 会 長
芦の原育成会長
枝 松 育 成 会 長
大 内 育 成 会 長
社 会 教 育 委 員 議 長
下 郷 中 学 校 長
旭 田 小 学 校 長
江 川 小 学 校 長
楢 原 小 学 校 長
しもごう保育所長
湯野上保育所長
南会津高生徒指導主事
南会津高 PTA 会長
老人クラブ連合会長
スポーツ協会長

和6年度の地区育成推進委員会
の皆さんはご覧のとおりです。　
　　　　　　　　　（敬称略）

年
度
も
「
子
ど
も
避
難
の
家
」

に
ご
登
録
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
子
ど
も
避
難
の
家
」
と
は
、

子
ど
も
が
知
ら
な
い
人
に
声
を
掛

け
ら
れ
危
険
を
感
じ
た
と
き
や
体

調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
身
を
守
る
た
め
に
一

時
的
に
避
難
で
き
る
家
の
こ
と
で

す
。

　

登
録
し
て
あ
る
家
に
は
、、
目

印
と
し
て
左
記
の
旗
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
皆
さ
ん
は
、
通
学
路

や
遊
ぶ
と
き
に
訪
れ
る
付
近
の
家

を
確
認
し
、
万
が
一
の
た
め
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
度
登
録
し
て
い
た
だ
い
た

方
及
び
事
業
所
等
は
次
ペ
ー
ジ
の

と
お
り
で
す
。

子
ど
も
避
難
の
家

令

本
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●子ども避難の家（敬称略）

※合計１68 ヶ所（4/1 現在）

行 政 区
倉 　 村
楢 　 原
刈 　 林

姫 　 川

成 　 岡
板 　 萩
小 　 池
倉 　 水
三 ツ 井
新 　 開
戸 　 赤
中 　 山
弥 五 島
中妻（橋坂）

塩 　 生

檜 　 原
桃 曽 根
落 　 合
音 　 金
十 文 字
鶴 ヶ 池
南 倉 沢

大 松 川

小 松 川
張 　 平
中 　 妻
水 　 門
沢 　 入
湯 野 上
小 　 野
大 　 沢
小 　 出
沼 　 尾
白 　 岩
雑 　 根
田 　 代
芦 の 原
枝 　 松
大 　 内
郵 便 局

理 容 所

そ の 他

室 井 　 幸 治
湯 田 　 昇 一
渡 部 　 俊 一
伊 藤 　 博 美
岩 澤 　 　 修
渡 部 　 次 男
大 竹 　 秀 昌
猪 股 　 政 博
猪 股 　 謙 喜
大 竹 　 一 明
星 　 　 文 久
渡 部 　 義 文
星 　 　 辰 男
星 　 　 清 信
星 　 　 三 夫
湯 田 　 英 幸
小 山 　 敏 喜
渡 部 宇 太 郎
児 山 　 智 一
星 　 　 清 正
弓 田 　 功 匡
弓 田 　 一 雄
金 子 　 政 彦
佐 藤 美 千 子
大 竹 　 義 則
室 井 　 勝 男
㈲ 佐 藤 建 設
室 井 　 節 夫
佐 藤 　 隆 美
渡 部 　 　 一
星 　 　 源 一
渡 邊 　 徳 吉
星 　 　 吉 治
横 山 　 利 秋
芳 賀 　 宣 夫
芳 賀 　 　 優
玉 川 　 森 男
佐 藤 　 　 馨
五 十 嵐 正 夫
黒 森 　 正 敬
星 　 　 利 雄
鈴 木 　 広 美
楢 原 郵 便 局
理 容 あ づ ま
み き 理 容 所

楢
原
地
区

旭
田
地
区

江
川
地
区

そ
の
他

湯 田 　 栄 二
三浦　美惠子
大 竹 　 勝 雄
渡 部 　 壮 一

―
松 永 　 憲 明
渡 部 　 雅 人
児 山 　 市 衛
渡 部 　 近 雄
星 賢 右 エ 門
星 　 　 昭 男
小 椋 　 順 子
渡 部 　 洋 紀
玉 川 　 勝 久
室 井 　 豊 吉
児 山 　 善 光

―
渡 部 　 武 良
玉 川 　 德 夫
星 　 幹 男
室 井 　 勇 司
渡 部 　 　 明
伊 藤 　 洋 子
室 井 　 　 均
室 井 　 邦 夫

―
佐 藤 　 秀 明
渡 部 　 好 助
佐 藤 　 桂 一
佐 藤 　 幹 雄
佐 藤 　 　 寛
星 　 　 芳 昭
星 　 　 　 勲
鈴 木 　 清 一
五 十 嵐 　 浩
芳 賀 　 　 壽
白 石 　 光 史
藤 原 　 光 博
五 十 嵐 精 一
渡 部 　 裕 伸
渡 部 　 　 栄
佐 藤 　 義 孝
旭 田 郵 便 局
荒 井 理 容 所
あ い 美 容 室

湯 田 　 嘉 朗
湯 田 　 哲 夫
浅 井 　 卓 二
猪 股 　 昭 郎

―
渡 部 　 和 美
渡 部 　 幸 範
星 　 　 　 希
湯 田 　 　 博
星 　 　 幸 一

―
渡 部 　 利 男
渡 部 　 榮 一
星 　 　 久 義
室 井 　 豊 行
室 井 　 芳 典

―
―

玉 川 　 一 郎
星 　 　 正 憲
室 井 　 春 喜
玉 川 　 正 人
室 井 喜 久 男
室 井 　 俊 之
佐 藤 　 　 司

―
佐 藤 　 盛 雄
室 井 　 文 男
佐 藤 　 和 也
阿 部 　 和 美

―
筒 井 　 正 行
星 　 　 直 江
横 山 喜 久 夫
五 十 嵐 一 男
芳 賀 　 正 司
星 　 　 政 利

―
小 山 新 一 郎
小 山 　 寅 雄
竹 田 　 好 吉
佐 藤 　 幸 二
江 川 郵 便 局
星 理 容 所
ミスズ美容室

渡 部 　 幸 彦
平 野 　 　 旭

―
渡 部 美 代 子

―
佐 藤 　 知 明
星 　 　 文 雄

―
猪 股 　 朋 弘
星 　 　 正 平

―
―
―

芳 賀 　 和 也
星 　 　 忠 勝
星 　 　 公 夫

―
―
―

星 　 　 健 治
弓 田 　 秀 雄

―
佐 藤 　 重 雄

―
佐 藤 　 壽 一

―
―

室 井 　 眞 夫
室 井 　 唯 男
星 　 新 一 郎

―
芳 賀 　 敏 広

―
横 山 　 貴 善
芳 賀 　 好 行
芳 賀 　 善 一
湯 田 　 貞 美

―
五 十 嵐 義 樹
渡 部 　 儀 一
小 山 　 信 幸
阿 部 　 公 一
弥五島郵便局
阿 部 理 容 所
ハツミ美容室

―

渡 部 　 龍 哉
阿 部 　 純 正
―
荒 井 　 義 照
―
―
―
―
星 　 　 弘 義
―
―
―
―
―
―
長 嶺 　 克 實
―
―
―
若 杉 　 　 浩
弓 田 　 忠 夫
―
―
―
室 井 　 　 優
―
―
―
―
渡 部 　 隆 幸
―
浅 沼 産 業 ㈱
―
―
―
―
―
―
―
渡 部 　 盛 一
―
芳 賀 　 逸 人
―
玉 川 理 容 所
―
―

子ども避難の家

南会東部非出資漁業協同組合事務所
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格的な夏の暑さが始まりました。急激な暑さに体が順応せず、熱中症を引き起こ
すかもしれません。

　 熱中症にならないために、予防を行いましょう。

　夏になり、気温が上がると、
一気に冷たいドリンクを飲みた
くなることがあると思います。
　冷たいドリンクを一気に飲
み、胃が冷えると、胃の外壁を
走る毛細血管に伝わって、血
液の温度が下がります。血流
を悪化させ、代謝を下げてしま
い、太りやすい体質を作るであ
ろうと考えられています。
　気温が暑くなっても、体を冷
やしすぎないよう注意をして夏
を乗り切りましょう。

　今年度も青少年育成町民
会議事業が始まり、パークゴル
フ大会等の行事が実施されて
おります。各地区で育成会長を
中心に地区事業を進めていた
だいているところです。
　青少年（１８歳以下）の減少
により、事業を計画し、実施す
ることが困難になる地区もある
中、事業を継続していただいて
いることにありがたく思います。
　引き続き、青少年事業にご
理解くださいますようお願いい
たします。
                    （星　沙也香）

2024/7/17
No.176
●編集・発行
下郷町青少年育成町民会議

（町教育委員会事務局内）
〒 969-5345
福島県南会津郡下郷町
大字塩生字大石 1000 番地
TEL.0241-69-1168
FAX.0241-69-1167

令和6年

176号

だ
よ
り

コールドドリンク
症候群

編集後記

お知らせ＆情報
［NEWS & Information］

本

風通しの良い服を着用しましょう　
日傘や帽子を使用しましょう
こまめに水分補給をしましょう
室内でも温度を測りましょう
体調の悪い時は無理をしないようにしましょう

第３３回世代間交流事業
パークゴルフ大会

熱中症に気をつけましょう2

月１６日（日）に大川ふるさと公園パークゴルフ場において、青少年健全育成世代間交
流事業（パークゴルフ大会）が行われました。天候にも恵まれ、小学生から高齢者ま

での41名が参加し、世代を越えて楽しく交流することができました。成績は次のとおりです。
　

６

内各小中学校の児童・生徒の夏季休業は下記のとおりです。子どもたちが夏休み
を安全・安心に生活できるよう見守り等のご協力をお願いいたします。

　　　　　　　期間：令和６年７月２0日（土）～８月２５日（日）

夏季休業1

夏休みの宿題を計画的に進めましょう
規則正しい生活をしましょう
交通事故や水の事故、スマートフォンでのトラブルに注意しましょう

町

○小学生低学年の部
１位　乾　　希奈（楢原小２年）　９５打
２位　石黒　隼翔（楢原小３年） １０１打
３位　渡部　小春（旭田小２年） １３２打

○小学生高学年の部
１位　佐藤　暖人（旭田小５年）　７５打
２位　湯田 ひなの（楢原小５年）　９７打
３位　佐藤　璃奈（楢原小６年）　９７打
※カウントバック方式により順位決定。

○中学生の部
１位　渡部 明優花（下郷中１年）　８２打
２位　湯田　京介（下郷中２年） １１１打

○ホールインワン
室井 富士男

○一般の部
１位　渡部　　修　５９打
２位　星　　良太　６２打
３位　星　賢太郎　６４打

○高齢の部
１位　室井 富士男　５０打
２位　室井　恒男　５１打
３位　弓田　忠夫　５３打

【大会結果】

熱中症の予防

楽しい夏休みを過ごすために

▲入賞したみなさん
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１ 「大人が変われば、子どもも変わる県民運動」の推進    

２ 「地域の子どもは、地域で見守り育てる運動」の推進  

３ 青少年関係機関・団体との連携の強化 

４ 青少年を取り巻く有害環境対策の推進 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県青少年育成県民会議 

第７９号 
令和６年７月１日 

小学校中学年の部 絵画部門 最優秀賞 

「朝にキュウリのパラダイス」 

浪江町立なみえ創成小学校  

３年 佐々木 柊さん 

令和６年度 福島県青少年育成県民会議について 組 織 

【役 員】  

・ 会  長 ： 内堀 雅雄[福島県知事] 

・ 副会長 ： 富田 孝志[(公財)福島県青少年育成・男女共生推進機構理事長]      

：  大場 盛子[（一財）福島県婦人団体連合会会長]  

・ 理  事 ：  １１名[髙荒 由幾 常勤理事は福島県青少年会館館長と兼務] 

・ 監  事 ：  ２名  

【会議員】 

・関係行政機関、学識経験者、青少年育成団体、青少年団体、報道機関 本年度１３７

団体・個人) 

重点推進事項 

平素より、皆様には福島県青少年育成県民会議の事業につきま

して、温かい御支援や御協力をいただき、心より感謝申し上げま

す。 

 さて、青少年を取り巻く環境は、さらに厳しく様々な課題を抱

えております。青少年が心身ともに健康で社会に参画できるよ

う、家庭･学校･地域において、大人が青少年の生活や考え方に理

解を深め、自立を支える取組が大切であると考えます。 

 当県民会議は、各市町村民会議、関係機関・団体、企業、ＮＰ

Ｏの皆様との緊密な連携のもとに、青少年健全育成のために諸活

動を展開してまいりますので、これまで以上に皆様の御支援、御

協力をお願いいたします。 
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《第１回》 令和６年６月２９日（土）１３：３０～１５：１５ 

  【若者の自立支援・子ども若者支援】 

  会場：福島県青少年会館（福島市） 大研修室       

  演題：「不登校と社会的ひきこもり」～本人目線を再考する～ 

  講師：福島学院大学大学院心理学研究科 教授 佐藤佑貴氏 

     

 

《第２回》 令和６年９月２１日 (土）１３：３０～１５：１５     

  【心の健康・身体の健康】 

    会場：福島県青少年会館（福島市） 大研修室  

    演題：「災害後や感染症の流行後のマインドフルネス」 (仮題) 

  講師：福島県立医科大学医学部災害こころの医学講座 准教授 瀬藤乃理子氏 

 

 

 
    

  

市町村や教育機関、青少年育成関係団体、企業等による「大人への応援講座」の開設に向けて講師を

派遣する事業に取り組んでいます。（随時受付） 

 

    

 

◇募集対象  県内在住もしくは県外に避難している小・中・高生 

◇募集期間  令和６年６月１６日（日）「家庭の日」～令和６年９月４日（水）必着 

◇表  彰  各部門で対象別に審査を行い、優秀な作品については次のとおり表彰等を行います。 

＊最優秀賞、優秀賞、優良賞受賞者には賞状及び賞品を贈呈します。 

◇発  表  令和６年１１月上旬に各報道機関に作品・氏名を発表するほか、絵画、ポスターの入賞

作品は、「福島県青少年会館」（福島市黒岩）のロビーに展示します。 

◇賞の授与  最優秀者には、令和６年１１月２２日（金）開催予定の「福島県青少年健全育成推進大

会」の席上で賞を授与します。また、作文部門の最優秀賞受賞者には、併せて受賞作品の

朗読をお願いすることとします。 

 

 

 

青少年育成セミナー 

「家庭の日」作品募集 

 

「大人への応援講座」開設支援事業 

 

 

主な事業の概要 

令和６年度福島県青少年育成 

県民会議総会 
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◇ 対  象  小学４年生から中学３年生まで 

◇ 開催日時  令和６年７月２０日（土）１３：３０～１５：３０ 

◇ 内  容  「陶芸教室」 

◇ 定  員  ２０名       

◇ 参 加 費  ５００円（教材費） 

 

 

  

◇ 開催日時  令和６年９月２６日（木） １２：３０～１６：００ 

◇  開催場所  川俣町中央公民館 

 住所 〒９６０-１４６３  福島県伊達郡川俣町字樋ノ口１１番地 

電話  （０２４）５６５－２４３４ 

◇ 対  象  中 学 生 

◇ 募集期間  令和６年６月３日（月）～８月２７日（火）（必着） 

◇  表  彰  最優秀賞１人、優秀賞５人及び優良賞１０人に選ばれた方に、賞状及び賞品を

授与します。 

◇  全国大会への出場 

        最優秀賞に選ばれた方は、北海道・東北ブロックの選考を通過すれば、令和６年 

１１月２４日(日)の「第４６回少年の主張全国大会」に出場します。（東京） 

   

 

 

 

 

◇ 開 催 日  令和６年１１月２２日（金）                       

◇ 場   所  パルセいいざか 

◇ 参 加 者  一般県民、県民会議会議員、青少年団体代表等               

◇ 内   容  表彰、朗読・発表、大会宣言の採択等 

 

 

 

 

 

             

連絡・問い合わせ先】   福島県青少年育成県民会議(福島県青少年会館内) 
住所 〒960－8153 福島市黒岩字田部屋５３－５ 
TEL  ０２４－５４６－０００２   
FAX ０２４－５４６－８３１２ 
Mail f-kenminkaigi@fukushima-youth.com  

HP アドレス https://www.fukushima-youth.com/conference/ 

第４６回少年の主張福島県大会 

「夏の思い出」ものづくり体験事業 

第４７回福島県青少年健全育成推進大会 

 

「陶芸教室」 

【令和５年度 福島県青少年健全育成推進大会】 

mailto:f-kenminkaigi@fukushima
https://www.fukushima-youth.com/conference/
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福島県青少年育成県民会議 

常勤理事 髙荒 由幾   

 

随感：パンドラの箱に残ったもの  

  

 

 元旦に発生した能登地震は、改めて地震大国の現実を突きつけました。サッカー日本代表の森保監

督のインタビューから緊急地震速報を伝える画面へと切り替えられた放送を見ながら、１３年前の３

月に起きたあの地震を思い出していました。 

 

 当時は福島県相双地方振興局に勤務していました。一階ですら机が動き書類が散乱する激しい揺れ

の中、発生すると言われて久しかった「宮城県沖地震」がとうとう発生したのだと思いました。 

 大津波警報が発令され、津波の到来を知り、さらに夕刻になって伝えられる原子力発電所の状況、

住民の広域避難、水素爆発など、想像したことのない事態に振り回される日々が続きました。いつの

間にか「除染」という言葉が日常的に使われるようになり、「 ㏃
ベクレル

」や「 ㏜
シーベルト

」といったこれ

まで使ったことのない単位になじんでしまいました。 

 

 福島県はこれからどうなっていくのか、もう元のようには戻れない、そういう不安が広がる中で、

希望をもたらしてくれたのは若者でした。 

 あの頃、福島に寄せられたのは支援だけではありませんでした。心ない言葉もあり、若者たちは様々

な葛藤と戦っていました。そんな中、震災からわずか５ヶ月後の８月に開催されたのが全国高校総合

文化祭、「ふくしま総文」でした。 

 開催県の発表として上演された「ふくしまからのメッセージ」で全国に向けて語りかけられた、「福

島に生まれて 福島で育って 福島で働いて……」という夢が心を打ちました。 

 大人が迷っている場合ではない、若者はもう前を向いているのだと叱責される思いでした。 

 

 さて、能登半島地震から半年以上が経過し、なかなか復興への道筋が見えないことへのいらだちや

人口減少への不安が報じられています。それでも、４月には、能登の高校を選び、地元に残る決断を

した若者について報道されていました。ふるさとを想う若者がここにもいました。 

 未来へ向かう子どもたちが将来を描けるように場を整えること、それが大人の仕事です。東日本大

震災当時の若者が、県内外の支援を受けながら成長し、福島のために、と活躍しているように、能登

の若者も、それぞれの夢を実現できることを願ってやみません。 

 



（別紙）

主催

保健所
実施市町村 実施場所 実施日 実施時間

福島市 ＪＲ福島駅東口　駅前広場 令和６年６月２２日（土） 13:30～15:00

伊達市 ヨークベニマル梁川店 令和６年７月３日（水） 16:00～17:15

ダイユーエイト　二本松店

ヨークベニマル　メガステージ二本松店

ＪＲ二本松駅

ベイシア安達店 令和６年６月２７日（木） 16:00～17:30

郡山市 イオンタウン郡山 令和６年８月７日（水） 15:50～16:20

メガステージ田村

リオン・ドール船引店

須賀川市 イオンタウン須賀川 令和６年７月５日（金） 16:45～17:45

県立石川高等学校 令和６年６月２７日（木） 12:30～13:00

学校法人石川高等学校 令和６年７月１７日（水） 15:05～15:35

白河市 ヨークベニマル　メガステージ白河店 令和６年７月１８日（木） 16:30～17:30

棚倉町 ヨークベニマル棚倉店 令和６年７月１７日（水） 16:00～17:00

鮫川村
国道349号、県道棚倉鮫川線

交差点付近
令和６年７月１７日（水） 7:00～8:00

会津若松市
ＭＥＧＡドン・キホーテＵＮＹ

会津若松店
令和６年６月２３日（日） 10:40～12:05

喜多方市 喜多方レトロ横丁会場内 令和６年７月１４日（日） 9:45～11:00

会津美里町
伊佐須美神社外苑あやめ苑

・神社周辺
令和６年７月１２日（金） 13:00～14:30

南会津 南会津町
七夕まつり会場内

（南会津役場付近）
令和６年７月６日（土） 15:00～16:30

相双 相馬市 エイトタウン相馬 令和６年７月１２日（金） 16:15～17:00

いわき市 いわき市 イオンいわき店 令和６年６月２３日（日） 13:30～15:00

県南

会津

県北

石川町

田村市

二本松市

県中

令和６年度「ダメ。ゼッタイ。」福島県普及運動

令和６年７月３日（水） 16:00～17:00

6･26ヤング街頭キャンペーン実績

令和６年６月２０日（木） 16:00～17:30


